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講評 
Ⅰは、化学結合・結晶に関する問題でした。正誤問題は、正しいもの（誤りがあるもの）を２つ選ぶタイプでしたので、比較的選びやすかったの

ではないかと思います。問６が、単に密度を求める問題ではなく、指定された体積の質量を求める問題でした。この問題に時間をとられなかっ

たかがポイントかと思います。 
 

Ⅱは、平衡に関する問題でした。化学平衡の意味・ルシャトリエの原理などを理解しているかが問われました。基礎〜標準的なレベルでしたの

で、確実に正答したいところです。濃度平衡定数と圧平衡定数の関係は公式化して覚えていれば即答できます。 

 

Ⅲは、金属イオンの分離操作に関する問題でした。典型的なパターンの問題でしたので、分離操作自体は正しく考えられて欲しいところです。

確認試験Ａ（問 14）の沈殿が AgCl であると気づけたか、また、（問 19 の）塩化アンモニウムを加える目的を知っていたかが、差がつくポイントか

と思います。 

 

Ⅳは、アルケンならびにシクロアルカンに関する問題でした。A〜E の構造を決めた上でさらにそれらの誘導体を考える問題がありました。立体

異性体まで考えなければならなかったので、時間がかかってしまったかも知れません。 

 

全体としては、標準的な問題が多かった印象です。また、計算問題は少なく、知識で答える問題が多かったように思います。無機化学分野が

大問で出題されたこともあり、この分野の知識があったかが合否を分けるポイントになるかもしれません。 


